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(57)【要約】
【課題】脚部の位置を変更する際の作業を容易にするこ
とができるテーブルを提供する。
【解決手段】テーブルは、角形の天板１１と、脚本体１
６、及び脚本体１６を天板１１に取り付けるためのブラ
ケット１５を有する脚部１２とを備える。ブラケット１
５は、天板１１に対する位置が固定され、且つ、ブラケ
ット１５の回動中心となる第１取付部４１と、天板１１
に対する位置がブラケット１５の回動によって可変とさ
れる第２取付部４２～第４取付部４４とを有する。脚部
１２は、天板１１の隅部から下方に脚本体１６が延びる
位置である第１支持位置と、第１支持位置での第２取付
部４２～第４取付部４４の位置が変わることで脚本体１
６が隅部からオフセットされた位置に配置される第２支
持位置とのいずれかに選択的に配置される。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　角形の天板と、
　脚本体、及び当該脚本体と連結し前記天板の裏面に設けられたブラケットを有する脚部
とを備え、
　前記ブラケットは、前記天板に対する位置が固定され、且つ、前記ブラケットの回動中
心となる固定部と、前記天板に対する位置が前記ブラケットの回動によって可変とされる
可変部とを有し、
　前記脚部は、前記天板の隅部から下方に前記脚本体が延びる位置である第１支持位置と
、前記第１支持位置での前記可変部の位置が変わることで前記脚本体が前記隅部からオフ
セットされた位置である第２支持位置とのいずれかに選択的に配置されるテーブル。
【請求項２】
　前記ブラケットの前記固定部及び前記可変部は、螺子及び螺子を貫挿する貫通孔から構
成され、
　前記天板には、前記第１支持位置において前記螺子が螺合される被取付部と、前記第２
支持位置において前記螺子が螺合される被取付部とが設けられ、前記第１支持位置におい
て使用される被取付部及び前記第２支持位置において使用される被取付部のうち、前記可
変部に対応する一つが共有される
　請求項１に記載のテーブル。
【請求項３】
　前記第２支持位置は、前記第１支持位置に対して前記固定部を中心に前記ブラケットを
所定の回転角度だけ回転させた位置であって、
　前記固定部は、前記天板を支持する補強材が取り付けられるポートを１対有し、
　前記１対のポートがなす角度は前記所定の回転角度と同一である
　請求項１又は２に記載のテーブル。
【請求項４】
　前記固定部は、前記第１支持位置と前記第２支持位置との間で前記ブラケットの回動中
心となる回動軸を備える
　請求項１～３のいずれか１項に記載のテーブル。
【請求項５】
　前記回動軸は、前記天板を支持する補強材の端部を支持する
　請求項４に記載のテーブル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、脚部の取付位置を変更することができるテーブルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　角形の天板を備えたテーブルには、天板の隅部に脚部を取り付けたものがある。このよ
うなテーブルを連結して使用する場合、一方の天板の隅部と他方の天板の隅部とが接する
連結部分にユーザが着座する際、脚部が邪魔になることがある。
【０００３】
　この課題に対し、脚部を、天板の隅部又は略隅部に位置する第１脚取付部と、該第１脚
取付部より内方に位置する第２脚取付部との間で選択的に取り付けられるテーブルが提案
されている（例えば、特許文献１参照）。また、第２脚取付部に取り付けられた脚部は連
結部材を介して連結される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第４２０４８１９号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、上記テーブルにおいては、脚部の位置を第１脚取付部から第２脚取付部へ変更
する際、脚部を天板から取り外して第２脚取付部に取り付ける必要がある。そのため、脚
部の位置決めに手間がかかる他、取り外し及び取り付けに要する作業量が多大となる。こ
のように、脚部を異なる位置へ選択的に配置するための取付作業については、なお改善の
余地が残されている。
【０００６】
　本発明は、上記課題を解決するためになされたものであり、その目的は、脚部の位置を
変更する際の作業を容易にすることができるテーブルを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　以下、上記課題を解決するための手段及びその作用効果について記載する。
　上記課題を解決するテーブルは、角形の天板と、脚本体、及び当該脚本体を当該脚本体
と連結し前記天板の裏面に設けられたブラケットを有する脚部とを備え、前記ブラケット
は、前記天板に対する位置が固定され、且つ、前記ブラケットの回動中心となる前記固定
部と、前記天板に対する位置が前記ブラケットの回動によって可変とされる可変部とを有
し、前記脚部は、前記天板の隅部から下方に前記脚本体が延びる位置である第１支持位置
と、前記第１支持位置での前記可変部の位置が変わることで前記脚本体が前記隅部からオ
フセットされた位置である第２支持位置とのいずれかに選択的に配置される。
【０００８】
　上記構成によれば、複数のテーブルを連結させて使用する際に、テーブルのうち他のテ
ーブルに連結される側に位置する脚部を第２支持位置に設けることで、脚部を、その脚部
の近傍に着座するユーザの邪魔にならないようにすることができる。また、脚部の位置を
変更する際、固定部の位置を維持したまま、固定部を中心にブラケットを回動させること
によって、可変部の位置を変更する。したがって、ブラケットに設けられた取付部の位置
を全て変更して天板に脚部を取り付ける場合に比べ、脚部の位置を変更するための作業量
を減少させることができる。また、固定部の位置は固定されているため、脚部の位置決め
を簡単に行うことができる。したがって、天板への脚部の取付作業を容易にすることがで
きる。
【０００９】
　上記テーブルについて、前記ブラケットの前記固定部及び前記可変部は、螺子及び螺子
を貫挿する貫通孔から構成され、前記天板には、前記第１支持位置において前記螺子が螺
合される被取付部と、前記第２支持位置において前記螺子が螺合される被取付部とが設け
られ、前記第１支持位置において使用される被取付部及び前記第２支持位置において使用
される被取付部のうち、前記可変部に対応する一つが共有されることが好ましい。
【００１０】
　上記構成によれば、第１支持位置において使用される被取付部及び第２支持位置におい
て使用される被取付部のうち、固定部に対応する被取付部のほか、可変部に対応する一つ
が共有されるので、天板に形成される螺子孔の数を減らすことができる。そのため、製造
コストを低減することができる。
【００１１】
　上記テーブルについて、前記第２支持位置は、前記第１支持位置に対して前記固定部を
中心に前記ブラケットを所定の回転角度だけ回転させた位置であって、前記固定部は、前
記天板を支持する補強材が取り付けられるポートを１対有し、前記１対のポートがなす角
度は前記所定の回転角度と同一であることが好ましい。
【００１２】
　上記構成によれば、第１支持位置に配置された脚部を、所定の回転角度だけ回転させて
第２支持位置にしたとき、１対のポートのうち１つが第１支持位置でのポートの位置と同
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じ位置となる。そのため、固定部は、第２支持位置においても補強材を支持することがで
きる。
【００１３】
　上記テーブルについて、前記固定部は、前記第１支持位置と前記第２支持位置との間で
前記ブラケットの回動中心となる回動軸を備えることが好ましい。
　上記構成によれば、脚部を第１支持位置から第２支持位置に変更するときに回動軸を中
心にブラケットを回動させることができる。そのため、脚部の位置の変更を容易に行うこ
とができる。
【００１４】
　上記テーブルについて、前記回動軸は、前記天板を支持する補強材の端部を支持するこ
とが好ましい。
　上記構成によれば、回動軸は、ブラケットを回動させる軸として機能するだけでなく補
強材の端部を支持する機能を有することができる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明に係るテーブルによれば、脚部の位置を変更する際の作業を容易にすることがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】テーブルの一実施形態について、その全体構成を示す斜視図。
【図２】同実施形態のテーブルの天板の一部、及び脚部の分解斜視図。
【図３】同実施形態について、第１支持位置に配置された脚部の斜視図。
【図４】同実施形態について、第２支持位置に配置された脚部の斜視図。
【図５】同実施形態における連結された１対のテーブルの斜視図。
【図６】他の実施形態のテーブルについて、脚部を中心とした部分を示す底面図であって
、（ａ）は脚部が第１支持位置に配置された状態、（ｂ）は脚部が第２支持位置に配置さ
れた状態を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、図１～図５を参照して、テーブルの一実施形態を説明する。
　図１に示すように、テーブル１０は、角形の天板１１と、天板１１を支持する４本の脚
部１２を備える。脚部１２は、天板１１に取り付けられるブラケット１５と、ブラケット
１５に連結する脚本体１６とを備える。ブラケット１５は、天板１１の隅部１３よりも天
板１１の中心寄りの位置に取り付けられる。隣接する１対のブラケット１５の間には、天
板１１を支持する補強材１７が架設されている。補強材１７は、天板１１の辺と平行とな
るように取り付けられる。本実施形態においては、４本の補強材１７が設けられる。
【００１８】
　図２に示すように、ブラケット１５は、ベース２０と、ベース２０から突出する細長状
の梁部２１とを備える。梁部２１は、ベース２０の強度を高めている。ベース２０は、菱
形、正方形、長方形など、梁部２１を中心として対称となる形状に形成されている。ベー
ス２０の４つの隅部には、取付部を構成する第１貫通孔２６～第４貫通孔２９が形成され
ている。第１貫通孔２６は、梁部２１を貫通している。また、第１貫通孔２６は、螺子５
０とともに、天板１１の裏面の２次元の位置が固定される第１取付部４１を構成する。第
１取付部４１は、固定部に対応する。
【００１９】
　第１取付部４１は、補強材１７の端部を支持する１対のポート２３を備える。各ポート
２３は、互いに９０度の角度をなす。各ポート２３には、補強材１７に形成された孔にボ
ルト等を締結するための締結孔２４が形成されている。
【００２０】
　第２貫通孔２７～第４貫通孔２９は、第１貫通孔２６から時計回り方向に順に配置され
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る。第２貫通孔２７～第４貫通孔２９は、螺子５０とともに第２取付部４２～第４取付部
４４を構成する。第３貫通孔２８は、梁部２１を貫通している。なお、第２取付部４２～
第４取付部４４は、可変部に対応する。なお、第１取付部４１～第４取付部４４を構成す
る螺子５０は、第１貫通孔２６～第４貫通孔２９の深さに合わせた長さとなっている。
【００２１】
　梁部２１の端部のうち、ポート２３が設けられた端部と反対側の端部には、脚本体１６
を取り付けるための脚本体固定部２５が設けられている。脚本体固定部２５は、ベース２
０の外側に張り出し、天板１１の隅部１３に配置される。本実施形態では、脚本体固定部
２５は、四角柱状の脚本体１６に内嵌される四角形状に形成されているが、円柱状の脚本
体１６等、ほかの形状の脚本体１６に合わせた形状に形成されていればよい。
【００２２】
　脚本体１６は、中空状の支柱３９を備えている。また、支柱３９の下端部にはキャップ
３７、及び脚本体１６の高さを調整するためのアジャスタ３８が設けられている。
　天板１１の裏面には、第１被取付部３１～第６被取付部３６が設けられている。第１被
取付部３１～第６被取付部３６は、内周面に雌螺子を有する螺子孔であり、その深さは天
板１１の厚さよりも小さい。第１被取付部３１には、ブラケット１５の第１貫通孔２６が
合わせられ、第１貫通孔２６を介して螺子５０が第１被取付部３１に螺合される。第２被
取付部３２及び第３被取付部３３の間の距離と、第４被取付部３４及び第５被取付部３５
の間の距離とは等しくなっている。また、第３被取付部３３及び第４被取付部３４の間の
距離と、第５被取付部３５及び第６被取付部３６の間の距離は等しくなっている。さらに
、第１被取付部３１及び第２被取付部３２の間の距離、第１被取付部３１及び第４被取付
部３４の間の距離、第１被取付部３１及び第６被取付部３６の間の距離は等しくなってい
る。
【００２３】
　次に図３～図５を参照して、本実施形態の作用について説明する。天板１１に対する脚
部１２の取付状態のパターンは、脚部１２を第１支持位置にする第１取付状態と、第２支
持位置にする第２取付状態との２通りである。
【００２４】
　図３を参照して、第１支持位置について説明する。脚部１２を第１支持位置にする際は
、天板１１の第１被取付部３１とブラケット１５の第１貫通孔２６とを合わせ、第１貫通
孔２６を介して第１被取付部３１に螺子５０を螺合する。同様に、第２被取付部３２及び
第２貫通孔２７、第３被取付部３３及び第３貫通孔２８、第４被取付部３４及び第４貫通
孔２９をそれぞれ位置合わせして、第２被取付部３２～第４被取付部３４に螺子５０を螺
合する。これにより、脚本体１６は、第１支持位置に配置される。具体的には、脚本体１
６の基端部は天板１１の隅部１３に配置され、脚本体１６は隅部１３から下方に延在する
。１台のテーブル１０を単独で使用する場合には、４本の脚部１２を全て第１支持位置に
することが好ましい。
【００２５】
　図４を参照して、第２支持位置について説明する。第１支持位置の脚部１２を第２支持
位置にする際は、第１被取付部３１に螺合された螺子５０を緩めて、第１取付部４１を中
心にブラケット１５を天板１１の裏面に沿って９０度回転させる。例えば図３に示す第１
支持位置の脚部１２においては、時計回り方向に回転させる。そして、第４被取付部３４
及び第２貫通孔２７、第５被取付部３５及び第３貫通孔２８、第６被取付部３６及び第４
貫通孔２９をそれぞれ位置合わせして、第４被取付部３４～第６被取付部３６に螺子５０
を螺合させ、第１被取付部３１の螺子５０を締める。これにより、脚本体１６は、第２支
持位置に配置される。具体的には、脚本体１６は、隅部１３から天板１１の辺の中間点に
向かってオフセットされた位置に配置される。
【００２６】
　また、脚部１２を第２支持位置から第１支持位置に変更する際は、第１被取付部３１に
螺合された螺子５０を緩め、第１支持位置から第２支持位置へ変更する際とは反対方向に
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ブラケット１５を９０度回転させる。また、第２被取付部３２～第４被取付部３４に、第
２貫通孔２７～第４貫通孔２９をそれぞれ位置合わせする。そして、第１被取付部３１の
螺子５０を締め、第２被取付部３２～第４被取付部３４に螺子５０を螺合する。
【００２７】
　第２支持位置では、第１取付部４１に設けられた１対のポート２３のうち、天板１１の
うち隣接する脚部１２側のポート２３にのみ補強材１７が挿入される。
　図５に示すように、テーブル１０を連結して使用する場合、他方のテーブル１０に接す
る辺に取り付けられた脚部１２を第２支持位置とし、その他の脚部１２を第１支持位置に
する。第２支持位置の脚部１２は、脚本体１６が隅部１３からオフセットされているため
、一対のテーブル１０の連結部分にユーザが着座する際にも脚部１２が邪魔にならない。
【００２８】
　このように、第１支持位置から第２支持位置に変更する際にも、ブラケット１５の第１
貫通孔２６を天板１１の第１被取付部３１の位置に合わせた状態を維持すればよい。また
、第４被取付部３４は、第１支持位置と第２支持位置とで共有される。そのため、全ての
貫通孔の位置を変更する場合には、天板１１に８つの孔を形成する必要があるが、本実施
形態のように第１貫通孔２６の位置を変更せず、第４被取付部３４を共有する場合には、
６つの被取付部を天板１１に形成すれば足りる。製造コストは、被取付部を形成する工数
等に応じて決まるため、被取付部の数を低減することで、製造コストを低くすることがで
きる。
【００２９】
　また、取付作業の際には、第２被取付部３２～第４被取付部３４に螺子５０を螺合すれ
ばよいため、全ての貫通孔の位置を変更する場合に比べ作業量を低減することができる。
また、第１支持位置から第２支持位置に変更する際は、第１貫通孔２６の位置を変えずに
、第１貫通孔２６を中心にブラケット１５を９０度回転させて、第２被取付部３２～第４
被取付部３４に螺子５０を取り付ければよい。そのため、ブラケット１５の位置決めを容
易に行うことができる。
【００３０】
　以上説明したように、第１の実施形態によれば、以下に列挙する効果が得られるように
なる。
　（１）複数のテーブル１０を連結させて使用する際に、テーブル１０のうち他のテーブ
ル１０に連結される側に位置する脚部１２を第２支持位置にすることで、その脚部１２の
近傍に着座するユーザの邪魔にならないようにすることができる。また、脚部１２の位置
を変更する際、第１取付部４１の位置を維持したまま、ブラケット１５を第１取付部４１
を中心に回転させることによって、第２取付部４２の位置を変更することができる。した
がって、ブラケット１５に設けられた取付部の位置を全て変更して天板１１に脚部１２を
取り付ける場合に比べ、脚部１２の位置を変更するための作業量を減少させることができ
る。また、第１取付部４１の位置は固定されているため、脚部１２の位置決めを簡単に行
うことができる。したがって、天板１１への脚部１２の取付作業を容易にすることができ
る。
【００３１】
　（２）、第１支持位置において使用される被取付部及び第２支持位置において使用され
る被取付部のうち、第１被取付部３１のほか、第４被取付部３４が共有されるので、天板
１１に形成される螺子孔の数を減らすことができる。そのため、製造コストを低減するこ
とができる。
【００３２】
　（３）第１支持位置に配置された脚部１２を、９０度回転させて第２支持位置にしたと
き、１対のポート２３のうち１つが第１支持位置でのポート２３の位置と同じ位置となる
。そのため、第１取付部４１は、第２支持位置においても補強材１７を支持することがで
きる。
【００３３】
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　なお、上記各実施形態は、以下のように適宜変更して実施することもできる。
　・図６（ａ）に示すように、ブラケット１５の第１取付部４１は、梁部２１の端部に形
成された第１貫通孔２６に、回動軸４０を回動可能に備えていてもよい。また、第１取付
部４１は、補強材１７の端部を支持している。図６（ｂ）に示すように、第１支持位置か
ら第２支持位置へ変更する場合には、回動軸４０を中心にブラケット１５を回動させれば
よい。この態様においても、第１支持位置と第２支持位置との間で脚部の位置を変更する
ときの作業が容易になる。
【００３４】
　・上記実施形態では、天板１１の裏面に第１被取付部～第６被取付部３１～３６を形成
したが、これらを省略してもよい。例えば、脚部１２を、第１支持位置から第２支持位置
に変更する際、螺子５０を、第２貫通孔２７～第４貫通孔２９を介して天板１１に挿入す
ることで脚部１２を固定してもよい。
【００３５】
　・上記実施形態では、第１支持位置から第２支持位置へ脚部１２の位置を変更するとき
、ブラケット１５を９０度回転させるようにしたが、回転角度は、テーブル１０の構成等
によって決められる第２支持位置の位置に応じて変更してもよい。例えば、第２支持位置
を、天板１１の辺よりも天板１１の中心側に配置する場合には回転角度を９０度よりも大
きい角度に設定すればよい。
【００３６】
　・第１支持位置は、必ずしも角形の天板１１の角部に脚本体１６が配置される位置でな
くてもよく、脚本体１６が角部の近傍に配置される位置であればよい。第２支持位置は、
必ずしも脚本体１６が天板１１の辺に配置される位置でなくてもよく、天板１１の隅部か
らオフセットされた位置であればよい。
【００３７】
　・上記実施形態では、４本の補強材１７をテーブル１０に設けたが、単数又は４本以外
の複数であってもよい。また、補強材１７の数に応じて、ブラケット１５のポート２３の
数は変更可能である。
【００３８】
　・テーブル１０は、４本以外の脚部１２を有するものであってもよい。そのテーブル１
０であっても、他のテーブル１０に接する辺の脚部１２を第２の取付状態にすればよい。
　・天板１１の重量等に応じて、補強材１７の数を変更してもよい。また、補強材１７の
数に合わせて、ポート２３の数を変更してもよい。
【符号の説明】
【００３９】
　１０…テーブル、１１…天板、１２…脚部、１３…隅部、１５…ブラケット、１６…脚
本体、１７…補強材、２０…ベース、２１…梁部、２３…ポート、２５…脚本体固定部、
２６～２９…第１貫通孔～第４貫通孔、３１～３６…第１被取付部～第６被取付部、３９
…支柱、４０…回動軸、４１～４４…第１取付部～第４取付部、５０…螺子。
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